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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年7月12日(2012.7.12)

【公開番号】特開2012-82213(P2012-82213A)
【公開日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-017
【出願番号】特願2011-270382(P2011-270382)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  14/47    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/18    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インビトロおよび／またはインサイチュおよび／またはエクスビボアッセイで試験する
場合に、少なくとも一つの以下の特性：
（ｉ）本明細書に記載のアセンブリー結合アッセイにより測定すると最大５０μＭである
、クラスＩ　ＨＬＡ分子を最大半分まで回復できるペプチドの量により測定される親和力
（Ｃ５０値）で限定されるクラスＩ　ＨＬＡ分子との結合能；
（ｉｉ）癌患者のＰＢＬ集団においてＥＬＩＳＰＯＴアッセイにより測定すると少なくと
も１／１０４ＰＢＬの頻度でＩＮＦ－γ産生細胞を惹起する能力；および／または
（ｉｉｉ）腫瘍組織におけるエピトープペプチドと反応するＣＴＬのインサイチュ検出能
を有する、スルビビンポリペプチドのＭＨＣクラスＩ限定ペプチドであって、
配列ＦＴＥＬＴＬＧＥＦ（配列番号３６）を有するノナペプチドである、ＭＨＣクラスＩ
限定ペプチド。
【請求項２】
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　スルビビンポリペプチドの２種またはそれ以上のＭＨＣクラスＩ限定エピトープペプチ
ドの組合せを含む癌治療用医薬組成物であって、インビトロおよび／またはインサイチュ
および／またはエクスビボアッセイで試験する場合に、各々のペプチドが異なるＨＬＡ特
異性を有し、少なくとも一つの以下の特性：
（ｉ）本明細書に記載のアセンブリー結合アッセイにより測定すると最大５０μＭである
、クラスＩ　ＨＬＡ分子を最大半分まで回復できるペプチドの量により測定される親和力
（Ｃ５０値）で限定されるクラスＩ　ＨＬＡ分子との結合能；
（ｉｉ）癌患者のＰＢＬ集団においてＥＬＩＳＰＯＴアッセイにより測定すると少なくと
も１／１０４ＰＢＬの頻度でＩＮＦ－γ産生細胞を惹起する能力；および／または
（ｉｉｉ）腫瘍組織におけるエピトープペプチドと反応するＣＴＬのインサイチュ検出能
を有し、配列番号５に記載の配列を含むペプチドと配列ＦＴＥＬＴＬＧＥＦ（配列番号３
６）を含むペプチドとの組合せを含む、医薬組成物。
【請求項３】
　該ペプチドの各々が最大２０個のアミノ酸残基を含む、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項４】
　該ペプチドの各々が最大１０個のアミノ酸残基を含む、請求項２または３記載の医薬組
成物。
【請求項５】
　該ペプチドの各々が、ノナペプチド、デカペプチドまたはウンデカペプチドである、請
求項２または３記載の医薬組成物。
【請求項６】
　エピトープペプチドが癌患者のＰＢＬ集団においてＩＮＦ－γ産生細胞を少なくとも１
０／１０４ＰＢＬの頻度で惹起する能力を有する、請求項２ないし５のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
【請求項７】
　エピトープペプチドが、スルビビンが発現される癌疾患を有する患者のＰＢＬ集団にお
いてＩＮＦ－γ産生細胞を惹起する能力を有する、請求項２ないし６のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
【請求項８】
　癌疾患が、慢性リンパ性白血病および慢性骨髄性白血病を含む造血性悪性腫瘍、黒色腫
、乳癌、頸癌、卵巣癌、肺癌、結腸癌、膵臓癌および前立腺癌からなる群から選択される
、請求項７記載の医薬組成物。
【請求項９】
　翻訳後修飾されているエピトープペプチドを含む、請求項２ないし８のいずれか一項に
記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　リン酸化ペプチドを含む、請求項２ないし９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　スルビビンタンパク質ファミリーに属さないかまたはこれから誘導されないタンパク質
またはペプチドフラグメントから選択される免疫原性タンパク質またはペプチドフラグメ
ントをさらに含む、請求項２ないし１０のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　スルビビンタンパク質ファミリーに属さないかまたはこれから誘導されない免疫原性タ
ンパク質またはペプチドフラグメントが細胞アポトーシスの制御に関与するタンパク質ま
たはそのペプチドフラグメントである、請求項１１記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　スルビビンタンパク質ファミリーに属さないかまたはこれから誘導されない免疫原性タ
ンパク質またはペプチドフラグメントがＢｃｌ－２またはそのペプチドフラグメントであ
る、請求項１１または１２記載の医薬組成物。
【請求項１４】
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　スルビビンタンパク質ファミリーに属さないかまたはこれから誘導されない免疫原性タ
ンパク質またはペプチドフラグメントがＩＡＰタンパク質ファミリーのメンバーまたはそ
のペプチドフラグメントである、請求項１１または１２記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　該ＩＡＰタンパク質ファミリーのメンバーがＭＬ－ＩＡＰである、請求項１４記載の医
薬組成物。
【請求項１６】
　スルビビンタンパク質ファミリーに属さないかまたはこれから誘導されない免疫原性タ
ンパク質またはペプチドフラグメントが、配列番号７５、配列番号７６、配列番号７７、
配列番号７８、配列番号７９、配列番号８０、配列番号８１、配列番号８２、配列番号８
３、配列番号８４、および配列番号８５からなる群より選択される、請求項１１、１２、
１４および１５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　ＨＬＡクラスＩおよびＨＬＡクラスＩＩ限定エピトープを含む請求項２ないし１６のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　アジュバントを含む、請求項２ないし１７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　ＰＢＬ中または腫瘍組織におけるスルビビン反応性Ｔ細胞の存在のエクスビボまたはイ
ンサイチュ診断のための組成物である、請求項２ないし１８のいずれか一項に記載の医薬
組成物。
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